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東日本大震災における支援活動 
 
 

１ 防災エキスパート支援活動 

 １）平成２３年 ３月１１日（金）１４時４６分地震発生後、即時、東北６県の防災エキス

パート(登録人員：３６０名)を派遣し、支援活動を実施。 

 ２）平成２３年 ６月１９日（日）１８時現在までに、９事務所管内(青森県、岩手県、宮城

県、山形県、福島県)において延べ ２,２７７名が活動。 

（内、自治体へのリエゾン支援 ８８９名。） 
 

２ 活動内容 

 １）被災状況把握〔青森県内、岩手県内、宮城県内、山形県内、福島県内〕 

（防災エキスパート、東北建設協会、関東建設弘済会・北陸建設弘済会・中部建設協会・

近畿建設協会・中国建設弘済会・四国建設弘済会・九州建設弘済会） 

 ２）災害復旧支援〔岩手県内、宮城県内、福島県内〕 

（防災エキスパート、東北建設協会、関東建設弘済会・北陸建設弘済会・中部建設協会・

近畿建設協会・中国建設弘済会・四国建設弘済会・九州建設弘済会） 

 ３）自治体へのリエゾン支援〔東北地方整備局〕  計 ２３市町（今日現在で５市町） 

【岩手県(６市町)：宮古市、山田町、大槌町、釜石市、大船渡市、陸前高田市】 

【宮城県(１５市町)：気仙沼市、南三陸町、女川町、石巻市、東松島市、松島町、 

利府町、塩竈市、七ヶ浜町、多賀城市、仙台市、名取市、岩沼市、亘理町、山元町】 

【福島県(２市)：相馬市、いわき市）】 （防災エキスパート、東北建設協会） 

 ４）TEC-FORCE 支援活動〔東北地方整備局〕 （防災エキスパート、東北建設協会） 

５）仙台地区排水処理対策〔仙台河川国道事務所〕  （防災エキスパート、東北建設協会） 

 ６）下水道被害調査〔松島町〕 （東北建設協会） 

 ７）河川構造物（樋門・樋管）点検調査〔仙台河川国道事務所・北上川下流河川事務所管〕 

（防災エキスパート） 

 ８）震災対応記録の収集・整理〔東北地方整備局〕 （東北建設協会） 

 ９）道路支障物件調査〔福島河川国道事務所管内〕 （防災エキスパート、東北建設協会） 

 １０）道路被害調査及び災害遺構調査〔宮城県内、岩手県内〕 

   （防災エキスパート、東北建設協会、四国建設弘済会・九州建設弘済会） 

 １１）津波痕跡調査〔三陸国道事務所管内〕 （防災エキスパート、東北建設協会） 

〔高知大学、愛媛大学、徳島大学、四国防災エキスパート〕 

（防災エキスパート、東北建設協会） 
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 １２）公共施設災害復旧支援〔東北技術事務所〕 （東北建設協会） 
 １３）東日本大震災に関する東北支部学術合同調査〔土木学会、地盤工学会、地すべり学会、 

コンクリート工学協会、建築学会〕 （東北建設協会） 
 

３ 活動状況 

  防災エキスパート（協会以外の会員）、協会職員、他県の建設弘済会・協会（関東・北陸・

中部・近畿・中国・四国・九州）からも職員を派遣し、支援要請への対応のほか、自主的な

対応にあたっている。 

  ※ 別紙一覧表参照 
 

４ 情報提供 

  東日本大震災における支援活動及び被災状況写真等を東北建設協会ホームページにおい

て広く一般に公開中。 

１）“だいち”衛星画像を用いた地震発生前後画像を公開（併せて行政機関、大学、マスコ

ミ等へ情報提供） 

〔東北建設協会・岩手大学地域連携推進センター 横山特任教授・宇宙航空研究開発機構 

の共同による〕 

２）被災状況連続航空写真を公開 

〔東北地方整備局が災害対策用ヘリコプターで撮影したビデオ画像を提供いただき連続

航空写真に編集し公開〕 

 ３）防災エキスパート等活動内容を公開 

 ４）みちのく GIDAS を利用した災害情報の収集、インターネットによる災害情報の公開・

共有化 

  〔東北建設協会と地盤工学会東北支部が共同開発した GIS（地理情報）データベースで、

インターネットを介して災害情報等を共有化〕 


